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【資料１】 

鳥獣害防止森林区域に関する有識者会議 
 



Ⅰ 大分県における森林･林業・木材産業の現状と課題 
 
１ 大分県の森林の現況 
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③齢級別森林面積（すぎ、ひのき）
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２ 大分県の素材生産実績 
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３ 大分県の人工造林実績 
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平成27年度 シカ被害防護柵設置延長  ２５７ｋｍ 
 

設置割合 約２／３ 



４ 森林資源の循環利用と木材の安定供給をするための課題 
【林業】 
１ 木材生産の効率化 
    計画的な事業地の確保や高性能林業機械の活用 

２ 林業就労者の確保 
    大分林業アカデミーの開講 

３ 低コスト造林の普及・スギ苗木の確保 
    疎植造林、コンテナ苗の増産 

【木材産業】 
１ 原木の安定供給体制の整備 
    原木市場における高速選木機の導入や協定取引の促進 など 

２ 効率的な加工整備体制の整備 
    製材コスト削減に向けて施設の近代化 

３ 製材品の需要拡大 
    国内外の販路拡大、公共施設等の木質化、ＣＬＴの普及啓発 など 

４ 木質バイオマスの推進 
    林地残材の利活用 
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Ⅱ 森林におけるシカ等鳥獣害の現状と課題 
 
１ 大分県の鳥獣被害・捕獲数・狩猟免許所持者の推移 
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林業被害の内容 
  植栽木・クヌギ萌芽の食害、樹木の皮剥、シイタケの食害 
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わなによる捕獲が多い 
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２ シカ被害を防止するための課題 
 
１ 狩猟者の確保 
 
    ・新規就農者等を対象とした狩猟セミナーの開催 
    ・農林業関係団体を対象とした狩猟免許講習会の開催  など 

 
２ シカの効果的な捕獲 
 
    ・ＡＩ（人工知能機能）ゲート、ドロップネットの導入 
    ・指定管理鳥獣捕獲等モデル事業の実施（認定鳥獣捕獲等事業者(猟友会)による捕獲) 
    ・自衛隊演習場内での有害鳥獣捕獲の実施 
    ・県内及び九州広域での一斉捕獲の実施 
    ・捕獲報償金制度による捕獲支援  など 
     

３ 獣肉の安定供給体制の整備と需要拡大 
 
    ・九州狩猟肉加工センター（由布市にH28.5開所）を核とした需要拡大 
    ・狩猟肉等利活用プロジェクトチームの設置・協議 
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